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四
　
飯
盛
女
身
請
け
後
の
離
縁
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五
　
ま
と
め
一
　
は
じ
め
に
江
戸
時
代
、
幕
府
は
公
認
の
遊
廓
と
し
て
、
江
戸
で
は
吉
原
だ
け
を
認
め
、
そ
れ
以
外
は
禁
止
す
る
方
針
で
あ
っ
た
が
、
宿
場
だ
け
は
「
食
売
女
」
を
お
く
こ
と
を
認
め
た
。
食
売
女
（
飯
売
女
と
も
）
は
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
の
信
州
中
山
道
追
分
宿
の
文
書
に
「
め
し
た
き
女
」
で
あ
っ
て
も
え
り
（
衿
）
・
帯
に
至
る
ま
で
、
絹
類
を
使
用
さ
せ
な
い
で
木
綿
ば
か
り
を
着
用
さ
せ
る
と
あ
り
、こ
の
地
で
は
、
め
し
た
き
が
次
第
に
、「
食
も
り
」、「
食
（
喰
）
売
」、「
食
盛
（
森
）」、
「
飯
売
」
と
変
化
し
、
幕
末
期
六
十
年
間
は
飯
売
と
並
ん
で
「
飯
盛
」
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
（
岩
井
　
一
九
八
七：
一
〇
九
頁
以
下
）。
食
売
女
（
飯
売
女
）
の
史
料
と
し
て
は
、
武
州
日
光
道
中
大
沢
町
食
売
下
女
年
季
奉
公
人
請
状
を
中
心
と
し
た
関
係
文
書
を
本
誌
前
号
で
紹
介
し
た
（
高
木
　
二
〇
〇
五
）。
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
事
書
（
表
題
）
の
文
言
は
、「
食
売
下
女
」、「
飯
売
下
女
」
も
し
く
は
「
食
売
女
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
俗
称
で
あ
る
「
飯
盛
女
」
を
用
い
た
。
本
小
稿
で
は
飯
盛
女
の
離
縁
状
の
実
際
を
紹
介
し
、
改
め
て
そ
の
意
義
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
飯
盛
女
の
奉
公
時
（
も
し
く
は
年
季
中
）
に
夫
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
離
縁
状
の
年
季
明
け
後
の
取
り
扱
い
、
お
よ
び
身
請
け
（
落
籍
）
し
て
妻
に
迎
え
た
飯
盛
女
の
顛
末
に
も
ふ
れ
た
い
（
１
）
。
83 飯盛女の離縁状
《
研
究
ノ
ー
ト
》
飯
盛
女
の
離
縁
状
e
木
　
　
　
侃
二
　
飯
盛
女
の
離
縁
状
（）
上
州
例
幣
使
道
木
崎
宿
飯
盛
女
い
の
離
縁
事
例
木
崎
宿
（
現
・
群
馬
県
太
田
市
）
は
日
光
例
幣
使
道
の
宿
場
で
、
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
に
は
旅
籠
屋
が
三
十
三
軒
あ
っ
た
。
そ
の
飯
盛
旅
籠
屋
の
一
つ
で
あ
っ
た
俵
屋
の
飯
盛
女
ゑ
の
の
離
縁
状
と
関
連
文
書
一
通
が
あ
る
（
２
）
。
左
に
二
通
の
文
書
を
引
用
し
、
そ
こ
か
ら
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
述
べ
る
。
離
縁
一
札
之
事
一
此
い
の
と
申
女
、
私
シ
妻
へ
貰
請
候
処
実
正
ニ
御
座
候
、
あ
き
す
き
ニ
付
、
離
別
い
た
し
候
上
ハ
、
何
方
へ
縁
付
候
共
、
拙
者
講
（
マ
マ
）
無
御
座
候
、
仍
て
如
件
四
月
　
　
　
武
蔵
島
村
栄
　
　
　
吉
（
爪
印
木
崎
宿
俵
屋
内
ゑ
　
　
の
と
の
覚
一
　
金
　
五
　
両
　
也
右
は
栄
吉
妻
ゑ
の
之
儀
、
此
度
離
別
致
し
、
趣
意
金
と
し
て
書
面
金
子
慥
請
取
申
候
、
然
ル
上
は
此
後
ゑ
の
身
分
ニ
付
、
決
て
申
分
無
御
座
候
、
為
念
受
取
一
札
仍
て
如
件
世
話
人
卯
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
兵
　
衛

引
請
人勘
衛
左
門

木
崎
宿俵
　
屋与
　
四
　
郎
殿
先
に
筆
者
は
こ
の
二
通
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
た
（
高
木
　
一
九
九
九：
三
一
一
頁
）。
す
な
わ
ち
、
年
貢
未
進
か
借
金
苦
か
、
夫
が
妻
ゑ
の
を
飯
盛
女
奉
公
に
身
売
り
す
る
と
同
時
に
離
縁
し
て
、
こ
の
離
縁
状
を
交
付
し
た
。
こ
の
よ
う
に
夫
が
妻
の
身
売
り
奉
公
に
際
し
て
離
縁
状
を
出
せ
ば
、「
夫
権
を
放
棄
し
た
」
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
、
離
縁
状
を
授
受
し
て
明
確
に
婚
姻
関
係
を
解
消
し
て
お
く
こ
と
は
、
飯
盛
女
の
身
請
け
・
住
み
替
え
（
蔵
替
・
鞍
替
・
置
替
と
も
）
等
に
あ
た
っ
て
旅
籠
屋
に
は
好
都
合
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
。
し
た
が
っ
て
、
も
う
一
通
の
金
五
両
を
受
領
し
た
「
覚
」
に
つ
い
て
、
こ
の
金
額
が
当
時
の
飯
盛
女
年
季
奉
公
の
給
金
と
し
て
は
少
額
に
過
ぎ
る
の
で
、
給
金
は
夫
が
受
領
し
、
こ
の
五
両
は
右
世
話
人
等
へ
の
謝
礼
と
考
え
た
。
し
か
し
、
夫
に
よ
る
妻
の
身
売
り
は
必
ず
し
も
「
夫
権
を
放
棄
し
84
た
」
こ
と
に
な
ら
な
い
場
合
、
つ
ま
り
年
季
明
け
後
に
婚
姻
を
継
続
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
と
き
は
二
通
の
持
つ
意
味
は
異
な
っ
て
く
る
。
ま
ず
、
離
縁
状
の
授
受
は
妻
の
年
季
中
（
奉
公
後
）
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
年
季
中
に
夫
の
方
に
借
金
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
し
、
夫
の
関
係
者
で
あ
る
世
話
人
等
が
俵
屋
の
妻
に
借
金
返
済
を
迫
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
、
夫
の
窮
状
を
救
う
た
め
に
ゑ
の
の
年
季
は
さ
ら
に
延
ば
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
旅
籠
屋
俵
屋
の
方
は
こ
の
よ
う
な
借
金
の
申
し
出
を
重
ね
て
受
け
る
の
は
迷
惑
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
夫
に
対
し
て
ゑ
の
を
離
婚
（
夫
権
を
放
棄
）
す
る
こ
と
を
求
め
、
そ
れ
に
応
じ
て
夫
は
離
縁
状
を
差
し
出
す
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
俵
屋
主
人
与
四
郎
か
ら
こ
の
文
書
の
作
成
時
の
卯
年
は
特
定
で
き
な
い
（
３
）
。
ま
た
、
夫
の
住
む
武
蔵
島
村
は
新
田
郡
内
の
村
（
現
・
群
馬
県
太
田
市
）
で
、
木
崎
宿
ま
で
地
図
上
直
線
距
離
に
し
て
約
一
里
（
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
あ
る
。
離
縁
状
の
離
婚
理
由
「
あ
き
す
き
ニ
付
」
は
ほ
か
に
例
が
な
く
、
筆
者
は
こ
れ
に
「
厭
き
好
き
」
を
あ
て
、
好
き
に
な
っ
た
り
厭
い
た
り
す
る
の
は
世
の
常
で
あ
る
か
ら
、
離
縁
は
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
る
と
の
意
味
に
理
解
す
る
。
（）
武
州
中
山
道
深
谷
宿
飯
盛
女
き
ん
の
離
縁
事
例
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
武
州
中
山
道
深
谷
宿
（
現
・
埼
玉
県
深
谷
市
）
で
飯
盛
女
に
な
っ
た
年
季
奉
公
人
き
ん
の
事
例
に
つ
い
て
、
史
料
を
時
系
列
的
に
掲
げ
る
が
（
４
）
、
こ
れ
ら
一
件
文
書
は
袋
（
タ
テ
三
二
・
五
、
ヨ
コ
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
入
れ
ら
れ
て
残
存
し
た
。
表
の
上
部
三
分
の
一
ほ
ど
の
所
か
ら
折
り
、
そ
の
部
分
に
「
千
客
万
来
、
大
入
叶
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
袋
の
表
は
、
「
明
治
三
庚
午
年
七
月
廿
四
日
よ
り
来
ル
酉
ノ
九
月
廿
四
日
迄
中
年
丸
三
年
弐
ケ
月
年
季
奉
公
人
証
文
壱
通
袋
奉
公
人
　
き
　
　
　
ん
午
ノ
二
十
三
才
」
と
あ
り
、
裏
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
「
武
州
賀
美
郡
藤
ノ
木
村
実
親
　
　
兵
　
　
　
松
人
主
同
州
同
郡
同
村
親
類
　
　
久
　
　
　
吉
証
人
中
山
道
深
谷
宿
宿
請
人
　
金
　
　
　
平
」
こ
の
中
に
四
通
の
文
書
が
入
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
夫
卯
市
か
ら
き
ん
に
あ
て
た
離
縁
状
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
折
封
の
上
包
み
が
残
っ
て
お
り
、「
奉
公
人
き
ん
離
別
一
札
」
と
あ
る
。
右
の
離
縁
状
は
奉
公
に
あ
が
る
九
日
前
の
日
付
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
夫
と
離
縁
し
て
か
ら
奉
公
に
あ
が
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
こ
と
は
後
述
す
る
「
頼
一
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札
」
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
年
貢
そ
の
ほ
か
の
入
用
に
差
し
支
え
て
の
身
売
り
で
あ
り
、
そ
れ
は
実
家
を
助
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
「
夫
権
」
は
放
棄
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
離
別
一
札
之
事
一
其
方
儀
、
此
度
我
等
勝
手
以
、
離
別
い
た
し
候
所
相
違
無
是
候
、
然
る
上
は
何
方
へ
縁
付
候
共
、
少
も
差
構
無
是
候
、
是
依
て
差
出
し
申
一
札
如
件
午
七
月
十
五
日
卯
　
　
　
市
（
爪
印
き
　
　
ん
と
の
つ
ぎ
に
飯
盛
女
と
し
て
奉
公
に
あ
が
っ
た
七
月
二
十
四
日
付
け
の
文
書
二
通
が
あ
る
。
一
は
「
頼
一
札
」
で
あ
り
、
他
は
「
帰
り
一
札
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
き
ん
は
中
山
道
深
谷
宿
の
旅
籠
屋
に
飯
盛
女
と
し
て
身
売
り
さ
れ
、
年
季
は
丸
三
年
二
ケ
月
、
給
金
は
五
十
両
で
あ
っ
た
。
「
頼
一
札
」
と
は
、
奉
公
人
の
身
元
請
人
（
保
証
人
）
を
依
頼
し
、
そ
の
承
諾
を
得
た
こ
と
、
そ
の
上
で
請
人
が
飯
盛
女
に
つ
い
て
諸
事
責
任
を
負
う
こ
と
を
約
束
し
た
証
文
で
あ
る
。
人
主
の
中
に
は
越
後
国
な
ど
の
遠
国
に
居
住
す
る
も
の
も
あ
り
、
当
座
の
用
に
役
立
た
な
い
の
で
、
請
人
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
来
こ
の
「
頼
一
札
」
は
、「
道
中
旅
籠
屋
食
売
下
女
年
季
奉
公
人
請
状
」・「
食
売
下
女
年
季
奉
公
人
請
状
」
な
ど
と
称
す
る
飯
盛
女
の
年
季
奉
公
人
請
状
に
付
属
す
る
も
の
で
、
請
状
と
同
時
に
旅
籠
屋
に
差
し
出
さ
れ
た
（
し
た
が
っ
て
、
飯
盛
女
の
年
季
奉
公
人
請
状
は
本
紙
と
も
本
紙
請
状
と
も
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
）。
こ
の
よ
う
に
奉
公
人
請
状
と
頼
一
札
が
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
、
た
と
え
ば
、
武
州
日
光
道
中
大
沢
町
（
現
・
埼
玉
県
越
谷
市
）
の
事
例
の
よ
う
に
、
奉
公
人
請
状
の
裏
面
に
、
頼
一
札
裏
面
の
上
部
を
少
し
つ
ま
ん
で
折
っ
て
重
ね
、左
右
二
箇
所
に
請
人
の
印
鑑
が
押
捺
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
ま
さ
に
典
型
的
な
例
証
で
あ
る
（
高
木
、
二
〇
〇
五：
一
二
八
頁
）。
し
か
し
、
同
一
日
付
の
奉
公
人
請
状
は
き
ん
の
場
合
に
は
残
存
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
は
そ
れ
相
当
の
理
由
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
後
述
す
る
。「帰
り
一
札
」
と
は
奉
公
人
の
年
季
が
明
け
た
（
年
限
を
勤
め
終
え
た
）
と
き
に
、
人
主
、
多
く
は
実
親
な
ど
の
親
族
に
女
子
の
身
柄
を
引
き
渡
す
こ
と
を
約
束
す
る
証
文
で
あ
る
。
実
親
等
は
引
取
に
際
し
て
、
こ
の
一
札
を
持
参
・
提
示
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
あ
ら
か
じ
め
奉
公
時
に
旅
籠
屋
主
人
か
ら
受
け
取
っ
て
置
く
も
の
で
あ
っ
た
。頼
一
礼
と
帰
り
一
礼
を
左
に
引
用
す
る
。
入
置
申
頼
一
札
之
事
一
此
き
ん
と
申
女
子
、
我
等
実
娘
ニ
御
座
候
処
、
此
度
当
午
ノ
御
86
年
貢
其
外
金
子
要
用
之
儀
出
来
仕
、
親
類
一
同
相
談
之
上
、
御
当
宿
え
連
参
り
、
道
中
旅
籠
屋
食
売
下
女
奉
公
ニ
差
出
し
度
之
処
、
手
筋
無
之
、
貴
殿
方
之
儀
ハ
両
度
別
段
御
熟
意
之
由
ヲ
以
、
御
世
ハ
并
宿
請
人
相
頼
上
候
処
、
早
速
御
承
知
被
下
千
万
忝
、
則
御
宿
内
旅
籠
屋
勘
作
殿
方
え
、
当
午
ノ
七
月
廿
四
日
よ
り
来
ル
酉
ノ
九
月
廿
四
日
迄
中
年
丸
三
年
弐
ケ
月
、
給
金
五
拾
両
也
御
取
極
メ
被
下
、
只
今
請
状
之
上
、
右
金
不
残
御
渡
し
被
下
慥
ニ
受
取
申
候
、
然
ル
上
ハ
右
女
子
ニ
付
、
横
合
よ
り
彼
是
等
申
候
者
決
て
壱
人
も
無
御
座
候
、若
何
角
申
候
者
御
座
候
ハ
ヽ
、
我
等
何
方
迄
も
罷
出
申
訳
仕
、
貴
殿
え
少
も
御
苦
労
相
懸
ケ
申
間
敷
候
、
且
此
者
御
主
人
方
年
季
中
不
奉
公
仕
候
哉
、
又
ハ
取
逃
・
欠
落
等
仕
候
ハ
ヽ
、
其
品
は
其
品
は
（
マ
マ
）
不
申
及
早
速
召
連
尋
出
し
相
返
し
可
申
候
、
万
一
行
衛
相
知
れ
不
申
候
ハ
ヽ
、
右
給
金
成
共
人
代
成
共
貴
殿
思
召
次
第
急
度
相
立
可
申
候
、
猶
又
此
者
御
主
人
方
ニ
て
御
気
ニ
入
不
申
候
義
も
御
座
候
ハ
ヽ
、
御
沙
汰
次
第
罷
出
取
片
付
可
仕
候
、
若
其
砌
我
等
宿
所
ニ
居
合
不
申
御
間
ニ
合
兼
候
ハ
ヽ
、
貴
殿
御
取
計
ヲ
以
、
外
宿
御
仲
間
内
え
御
住
替
被
下
、
右
給
金
は
勿
論
諸
入
用
等
迄
御
損
毛
無
之
様
御
取
立
可
被
成
候
、
其
節
少
も
申
分
無
之
候
、
且
此
者
年
季
中
妻
ニ
御
好
身
人
も
御
座
候
ハ
ヽ
、
先
方
御
見
届
ケ
被
下
、
当
人
得
心
之
上
、
御
主
人
と
御
相
談
之
上
、
御
縁
付
可
被
下
候
、
其
砌
御
主
人
方
給
金
御
損
毛
無
之
様
御
取
立
可
被
成
候
、
其
節
一
言
之
申
分
筋
決
て
無
之
候
、
為
後
日
入
置
申
年
季
奉
公
人
御
世
ハ
并
請
人
頼
一
札
仍
て
如
件
明
治
三
庚
年
　
　
　
　
武
州
賀
美
郡
藤
ノ
木
村
午
ノ
七
月
廿
四
日
　
　
　
実
親
　
　
兵
　
　
　
松

人
主
同
州
同
郡
同
村
親
類
　
　
久
　
　
　
吉

証
人
奉
公
人
　
き
　
ん
（
爪
印
午
ノ
廿
三
才
深
谷
宿
金
　
　
　
平
殿
帰
り
一
札
之
事
一
貴
殿
実
娘
き
ん
と
申
女
子
、
此
度
我
等
方
え
道
中
旅
籠
屋
食
売
下
女
奉
公
ニ
召
抱
申
候
処
相
違
無
之
候
、
尤
年
季
之
儀
ハ
当
午
ノ
七
月
廿
四
日
よ
り
来
ル
酉
ノ
九
月
廿
四
日
迄
中
年
丸
三
年
弐
ケ
月
、
給
金
五
拾
両
也
相
定
メ
、
只
今
証
文
之
上
右
金
不
残
相
渡
し
申
候
、
然
ル
上
ハ
右
女
子
取
極
メ
年
季
首
尾
能
相
勤
、
年
季
明
之
砌
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、
此
書
面
ヲ
以
女
子
引
取
ニ
可
被
参
候
、
為
後
日
差
出
し
申
年
季
奉
公
人
帰
り
一
札
依
て
如
件
明
治
三
庚
年
　
　
　
　
　
中
山
道
深
谷
宿
午
ノ
七
月
廿
四
日
　
　
　
　
旅
籠
屋
勘
　
　
　
作

藤
ノ
木
村
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兵
　
　
　
松
殿
さ
て
、
も
う
一
通
を
紹
介
し
よ
う
。
こ
れ
は
明
治
四
年
八
月
十
七
日
付
け
の
奉
公
人
き
ん
の
年
季
請
状
で
あ
る
。
鴻
巣
宿
主
人
が
人
主
に
な
っ
て
い
る
が
、
奉
公
先
は
前
年
の
（
上
野
屋
）
勘
作
で
住
み
替
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
度
目
の
奉
公
人
請
状
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
き
ん
実
家
か
ら
借
金
十
五
両
（
給
金
の
差
額
）
の
無
心
が
な
さ
れ
、
そ
の
こ
と
か
ら
年
季
を
約
一
年
延
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
前
年
の
請
状
は
反
故
に
さ
れ
、
残
存
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
道
中
旅
籠
屋
食
売
下
女
年
季
奉
公
人
請
状
之
事
一
此
き
ん
と
申
女
子
、
生
国
慥
成
者
ニ
付
、
我
等
抱
置
候
処
、
此
度
無
拠
金
子
要
用
之
儀
出
来
、
貴
殿
方
え
道
中
食
売
下
女
年
季
奉
公
ニ
差
出
し
申
処
実
正
ニ
御
座
候
、
尤
年
季
之
儀
は
当
未
八
月
十
七
日
よ
り
来
ル
戌
ノ
十
月
九
日
迄
丸
三
年
壱
ケ
月
廿
日
ニ
、
給
金
六
拾
五
両
ニ
相
定
、
只
今
一
同
立
会
之
上
、
前
書
之
通
、
給
金
不
残
御
渡
し
被
下
慥
ニ
請
取
申
候
、
然
ル
上
は
右
女
子
身
分
ニ
付
故
障
等
申
者
無
御
座
候
、
若
彼
是
申
者
有
之
候
ハ
ヽ
、早
速
罷
出
埒
明
ケ
聊
貴
殿
え
御
苦
労
相
掛
ケ
申
間
敷
候
、
若
亦
女
子
年
季
中
取
逃
・
欠
落
等
致
候
ハ
ヽ
、
早
速
尋
出
し
、
其
品
々
相
改
紛
失
之
品
相
弁
え
、
当
人
共
ニ
御
返
し
可
申
候
、
万
一
行
衛
相
知
れ
不
申
候
ハ
ヽ
、
給
金
成
共
人
代
成
と
も
貴
殿
御
差
図
次
第
済
方
可
仕
候
、
猶
亦
年
季
中
不
奉
公
仕
候
歟
、
又
は
御
気
ニ
入
不
申
候
節
は
、
外
御
仲
間
内
え
住
替
ニ
被
出
、
給
金
其
外
諸
入
用
等
迄
御
損
毛
無
之
様
御
請
取
可
被
成
候
、
且
年
季
中
妻
ニ
望
人
御
座
候
節
は
、
当
人
得
心
之
上
、
先
方
見
届
ケ
御
縁
付
可
被
下
候
、
其
砌
樽
代
金
何
程
御
受
納
被
成
候
共
、
我
等
方
ニ
於
て
申
分
無
御
座
候
一
御
一
新
御
法
度
之
義
は
不
及
申
ニ
、
御
家
之
御
作
法
何
事
ニ
不
限
御
申
付
為
相
背
申
間
敷
候
、
并
ニ
御
仕
着
之
儀
は
夏
冬
両
度
御
家
内
并
ニ
御
渡
し
可
被
下
候
事
一
宗
旨
之
儀
は
代
々
御
法
度
之
宗
門
ニ
は
無
之
、
則
寺
手
形
我
等
方
え
取
置
申
候
間
、御
入
用
之
節
は
何
時
成
共
差
出
し
可
申
候
、
且
年
季
中
長
病
相
煩
候
歟
、
又
は
不
慮
成
怪
我
過
等
ニ
て
相
果
候
義
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
御
沙
汰
次
第
罷
出
、
貴
殿
御
差
図
次
第
取
片
付
可
仕
候
、
若
シ
其
砌
り
我
等
宿
所
ニ
居
合
不
申
、
御
間
ニ
合
兼
候
節
ハ
御
宿
内
御
作
法
ヲ
以
宿
請
人
立
合
之
上
、
貴
殿
旦
那
寺
え
御
取
置
被
下
、
跡
よ
り
法
名
ヲ
以
御
知
ら
セ
被
下
候
共
、
決
て
御
恨
ケ
間
敷
義
ハ
申
間
敷
候
、
為
後
日
食
売
下
女
年
季
奉
公
人
請
状
入
置
申
処
如
件
中
山
道
鴻
巣
宿
旅
籠
屋
明
治
四
辛
未
年
八
月
十
七
日
　
人
主
　
林
　
七
郎
右
衛
門

親
類請
人
　
岡
崎
喜
代
七

88
奉
公
人
　
き
　
ん
（
爪
印
同
　
深
谷
宿
宿
請
人
　
高
野
　
金
平

中
山
道
深
谷
宿
旅
籠
屋
上
野
屋
勘
作
殿
と
こ
ろ
で
、
飯
盛
女
の
年
季
奉
公
人
請
状
に
添
え
ら
れ
た
離
縁
状
の
意
味
を
検
討
す
る
。
実
親
が
女
子
を
身
売
り
す
る
と
き
、
代
金
の
授
受
が
な
さ
れ
た
後
に
、
そ
の
夫
が
現
れ
、
自
分
の
女
房
で
あ
る
か
ら
当
方
に
代
金
を
払
え
な
ど
と
言
い
が
か
り
を
つ
け
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
旅
籠
屋
で
は
代
金
の
支
払
い
に
は
慎
重
を
期
し
た
。
き
ん
が
離
婚
し
て
い
な
け
れ
ば
夫
卯
市
に
支
払
う
べ
き
で
あ
る
が
、
離
縁
状
が
あ
る
（
離
婚
後
）
こ
と
、
つ
ま
り
夫
権
は
放
棄
さ
れ
て
い
る
の
で
、
実
父
兵
松
に
当
初
五
十
両
、
つ
い
で
十
五
両
が
支
払
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
旅
籠
屋
で
は
用
意
周
到
に
離
縁
状
を
受
理
し
、
前
夫
か
ら
「
横
合
よ
り
彼
是
等
申
」、
つ
ま
り
後
々
難
題
を
申
し
掛
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
離
縁
状
は
ま
さ
に
離
婚
の
確
証
そ
の
も
の
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
三
　
飯
盛
女
の
年
季
明
け
と
離
縁
状
さ
て
、
飯
盛
女
の
年
季
が
明
け
れ
ば
、
娘
は
人
主
、
多
く
は
親
元
に
帰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
と
き
は
、
先
に
み
た
「
帰
り
一
札
」
を
持
参
し
て
引
き
取
り
に
行
く
こ
と
に
な
る
。
つ
ぎ
に
帰
り
一
札
と
そ
れ
を
持
っ
て
女
子
を
引
き
取
り
に
行
っ
た
と
き
の
旅
籠
屋
か
ら
の
証
文
を
掲
げ
る
（
５
）
。
本
庄
宿
は
中
山
道
の
宿
駅
（
現
・
埼
玉
県
本
庄
市
）、
八
木
宿
は
日
光
例
幣
使
道
の
宿
駅
（
現
・
栃
木
県
足
利
市
）
で
あ
る
。
八
木
宿
の
源
右
衛
門
は
同
時
期
の
文
書
に
屋
号
が
「
中
屋
」
と
あ
る
。
こ
の
宿
駅
に
は
中
屋
と
い
う
屋
号
は
二
軒
あ
り
、
一
つ
は
飯
盛
女
を
置
く
飯
盛
旅
籠
屋
で
、
他
は
女
を
置
か
な
い
平
旅
籠
屋
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
と
も
決
め
る
材
料
を
も
た
な
い
。
ま
た
本
庄
宿
の
喜
兵
衛
・
常
五
郎
と
扱
人
与
惣
兵
衛
ら
も
旅
籠
屋
の
主
人
と
思
わ
れ
る
。
弘
化
五
（
一
八
四
八
）
年
の
帰
り
一
札
に
よ
れ
ば
、
飯
盛
女
き
ん
は
こ
の
三
月
か
ら
丸
二
年
八
ケ
月
の
年
季
、給
金
は
三
十
二
両
で
、
本
庄
宿
喜
兵
衛
方
へ
飯
売
下
女
奉
公
に
出
た
。
旅
籠
屋
主
人
の
源
右
衛
門
が
き
ん
の
人
主
と
な
っ
て
身
売
り
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
住
み
替
え
が
考
え
ら
れ
、
す
れ
ば
源
右
衛
門
は
飯
盛
旅
籠
屋
の
主
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
入
置
申
帰
り
証
文
之
事
一
此
度
貴
殿
人
主
ニ
て
き
ん
と
申
女
子
、
我
等
方
え
道
中
旅
籠
屋
飯
売
下
女
奉
公
ニ
抱
置
候
処
相
違
無
御
座
候
、
但
年
季
之
儀
当
申
三
月
よ
り
来
戌
十
一
月
迄
弐
年
八
ヶ
月
、
給
金
三
拾
弐
両
也
相
定
、
請
状
之
上
金
子
不
残
相
渡
申
候
、
然
上
は
年
季
中
首
尾
好
相
勤
候
上
は
、
此
書
付
は
女
子
引
替
ニ
相
渡
可
申
候
、
為
念
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帰
り
証
文
仍
て
如
件
本
庄
宿喜
　
兵
　
衛

弘
化
五
申
年
三
月
八
木
宿源
右
衛
門
殿
入
置
申
一
札
之
事
一
去
ル
弘
化
五
申
歳
三
月
中
貴
殿
御
頼
ニ
付
奉
公
人
き
ん
義
、
我
等
宿
方
え
奉
公
住
為
致
候
所
、
此
節
年
季
明
キ
ニ
付
、
貴
殿
方
え
御
引
渡
し
申
上
候
、
且
其
節
相
渡
シ
被
置
候
離
縁
状
并
頼
一
札
共
一
同
御
返
し
可
申
処
、
其
後
我
等
転
宅
之
砌
紛
古
（
失
）
仕
、
只
今
見
あ
た
り
不
申
候
ニ
付
、
以
来
何
方
よ
り
右
書
付
差
出
し
候
も
の
有
之
候
共
、
決
て
御
取
用
被
成
間
敷
候
、
若
彼
是
右
取
得
申
も
の
御
座
候
ハ
ヽ
、
我
等
何
方
迄
罷
出
申
開
仕
貴
殿
え
御
苦
労
相
懸
ケ
申
間
敷
候
、
尤
其
内
見
当
り
候
ハ
ヽ
、
早
速
差
上
可
申
候
、
為
後
証
一
札
入
置
申
候
所
仍
て
如
件
本
所
（
庄
）
駅
嘉
永
四
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
五
　
郎

亥
六
月
十
六
日
　
　
　
　
　
八
木
駅与
惣
兵
衛

八
木
駅
源
右
衛
門
殿
き
ん
の
年
季
は
二
年
八
ケ
月
で
あ
っ
た
が
、
三
年
三
ケ
月
後
に
よ
う
や
く
勤
め
上
げ
て
引
き
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
帰
り
一
札
を
持
参
し
て
本
庄
宿
に
出
向
い
た
源
右
衛
門
に
対
し
て
、
本
庄
の
常
五
郎
（
喜
兵
衛
か
ら
代
替
わ
り
し
た
か
）
は
き
ん
と
と
も
に
返
却
す
べ
き
「
離
縁
状
并
頼
一
札
」
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ど
こ
か
ら
こ
の
書
付
が
出
さ
れ
て
も
用
い
な
い
よ
う
に
願
い
、
か
つ
見
つ
け
次
第
差
し
上
げ
る
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
年
季
明
け
に
は
「
頼
み
一
札
」、
い
わ
ゆ
る
身
元
保
証
書
は
返
却
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
離
縁
状
が
預
け
ら
れ
て
い
れ
ば
今
後
の
再
婚
の
た
め
に
こ
れ
が
返
却
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
四
　
飯
盛
女
身
請
後
の
離
縁
顛
末
飯
盛
女
が
身
請
け
さ
れ
る
と
き
に
は
、
身
請
証
文
を
作
成
し
、
し
か
る
べ
き
金
額
が
旅
籠
屋
に
支
払
わ
れ
て
、
そ
の
請
主
の
妻
や
妾
に
な
っ
た
。
と
く
に
そ
の
妻
に
身
請
け
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
証
文
に
「
行
々
拙
者
方
ニ
て
如
様
之
品
（
６
）
ニ
相
成
候
共
、
末
々
迄
引
請
可
申
候
」
の
よ
う
に
、
将
来
ど
の
よ
う
な
に
な
っ
て
も
末
々
ま
で
引
き
請
け
る
こ
と
、
さ
ら
に
も
し
離
縁
し
た
な
ら
ば
毎
年
米
や
小
遣
い
銭
ま
で
与
え
不
自
由
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
身
請
け
後
は
何
が
あ
っ
て
も
見
苦
敷
（
飯
盛
女
）
奉
公
等
は
さ
せ
な
い
と
記
載
し
た
も
の
な
ど
配
慮
が
う
か
が
え
る
（
宇
佐
美
　
二
〇
〇
〇：
一
二
五
頁
以
下
）、
ま
た
、
妾
と
し
て
身
請
け
し
た
と
き
に
も
、
後
に
な
っ
て
も
し
も
手
90
切
れ
（
妾
関
係
の
解
消
）
を
し
て
も
再
び
飯
売
下
女
奉
公
に
出
し
た
り
せ
ず
、
ほ
か
に
縁
付
け
る
か
、
親
元
へ
帰
す
よ
う
に
し
て
、
女
子
の
身
が
立
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
（
五
十
嵐
　
一
九
八
一：
一
八
四
頁
）。
タ
テ
マ
エ
に
も
せ
よ
身
請
け
し
た
女
性
に
配
慮
し
た
文
言
が
記
載
さ
れ
た
。
し
か
し
、
身
請
け
（
落
籍
）
さ
れ
た
後
に
離
婚
す
る
例
も
あ
う
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
以
下
に
述
べ
よ
う
。
こ
れ
は
上
州
玉
村
宿
（
現
・
群
馬
県
佐
波
郡
玉
村
町
）
の
名
主
で
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
に
同
寄
場
組
合
大
惣
代
に
就
任
し
た
渡
辺
三
右
衛
門
が
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
か
ら
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
ま
で
の
足
掛
け
二
十
八
年
間
書
き
つ
い
だ
日
記
、
い
わ
ゆ
る
『
三
右
衛
門
日
記
』（『
日
記
』
と
略
す
）
に
見
ら
れ
る
事
例
で
あ
る
（
高
木
、
二
〇
〇
一
）、
玉
村
宿
は
中
山
道
倉
賀
野
宿
か
ら
分
岐
し
て
今
市
宿
に
い
た
る
日
光
例
幣
使
道
の
宿
駅
で
、
飯
盛
女
も
多
く
遊
興
歓
楽
の
宿
場
で
あ
っ
た
。
文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年
当
時
、
飯
盛
旅
籠
三
十
六
軒
、
平
旅
籠
十
一
軒
、
小
旅
籠
九
軒
、
茶
屋
旅
籠
十
一
軒
、
合
計
五
十
六
軒
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
後
に
掲
げ
る
離
別
趣
意
金
受
取
書
に
よ
れ
ば
、
那
波
郡
長
沼
村
（
現
・
伊
勢
崎
市
）
の
百
姓
嘉
十
郎
は
ミ
セ
を
「
玉
村
宿
万
吉
殿
仲
立
」
で
女
房
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
玉
村
宿
万
吉
は
四
丁
目
音
羽
屋
の
主
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、ミ
セ
は
音
羽
屋
の
飯
盛
女
で
、
嘉
十
郎
は
ミ
セ
の
馴
染
じ
み
と
な
り
通
い
つ
め
た
挙
句
、
身
請
け
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
要
し
た
代
金
は
二
十
二
両
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
互
い
に
惚
れ
合
っ
て
結
婚
し
た
飯
盛
女
ミ
セ
と
そ
の
馴
染
み
客
嘉
十
郎
の
新
婚
生
活
は
、
当
初
は
少
な
く
と
も
世
間
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
甘
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
続
く
ご
く
当
た
り
前
の
日
常
生
活
の
な
か
で
、
夫
婦
も
し
く
は
夫
婦
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
が
夫
婦
二
人
の
関
係
を
離
反
さ
せ
、
と
り
わ
け
ミ
セ
が
夫
と
の
離
婚
を
切
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
客
と
し
て
通
っ
て
き
た
嘉
十
郎
は
そ
れ
な
り
に
ミ
セ
を
ち
や
ほ
や
し
た
が
、
普
段
の
生
活
で
は
そ
う
も
い
か
な
か
っ
た
か
ら
で
、
ミ
セ
は
そ
の
よ
う
な
夫
に
愛
想
が
つ
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。『
日
記
』
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
五
月
十
九
日
条
に
、
つ
ぎ
の
記
事
が
み
え
る
。
長
沼
村
　
又
右
衛
門
倅
嘉
十
郎
親
類
証
人
奥
松
実
娘
ミ
セ
離
別
ニ
成
、同
人
え
一
札
并
ニ
ミ
セ
離
別
状
、
久
五
郎
女
房
ハ
ミ
セ
之
姉
立
合
、同
人
よ
り
金
拾
三
両
相
渡
、
其
余
九
両
は
何
日
ニ
渡
し
候
哉
不
知
、
達
て
下
拙
之
事
ニ
致
度
旨
ニ
て
我
等
方
ニ
て
之
済
方
也
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
双
方
の
関
係
者
が
た
っ
て
希
望
し
、
名
主
三
右
衛
門
宅
で
の
交
渉
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
は
世
話
好
き
の
三
右
衛
門
に
双
方
が
期
待
し
た
か
ら
で
、
夫
方
は
夫
嘉
十
郎
と
証
人
と
し
て
の
親
類
林
太
郎
（
右
記
事
に
は
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
）、
妻
方
は
妻
ミ
セ
と
そ
の
実
父
奥
松
の
ほ
か
、
ミ
セ
の
姉
で
久
五
郎
女
房
が
立
ち
合
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た
。
趣
意
金
（
離
婚
慰
謝
料
）
二
十
二
両
を
妻
方
か
ら
差
し
出
す
こ
と
で
離
婚
が
成
立
す
る
。
妻
方
か
ら
の
離
婚
請
求
で
あ
っ
た
た
め
に
慰
謝
料
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
金
額
は
お
そ
ら
く
身
請
け
に
要
し
た
金
額
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
日
に
支
払
わ
れ
た
の
は
十
三
両
で
、
残
金
九
両
が
い
つ
渡
さ
れ
た
か
は
知
ら
ず
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
趣
意
金
を
受
理
し
た
夫
か
ら
妻
方
へ
は
「
同
人
え
一
札
并
ニ
ミ
セ
離
別
状
」
が
渡
さ
れ
た
。
ミ
セ
離
別
状
は
な
い
が
、「
同
人
（
奥
松
）
え
一
札
」
は
、
こ
の
離
婚
に
介
入
し
た
三
右
衛
門
が
預
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
三
右
衛
門
（
現
・
渡
辺
寿
美
保
氏
）
宅
に
現
存
す
る
の
で
、
左
に
引
用
す
る
。
差
出
申
一
札
之
事
其
許
実
娘
ミ
せ
義
、
玉
村
宿
万
吉
殿
仲
立
ニ
て
、
女
房
致
候
処
、
此
度
私
勝
手
以
離
別
い
た
し
、
ミ
せ
え
は
離
別
状
相
渡
、
御
引
渡
申
候
処
実
正
ニ
御
座
候
、
然
ル
処
、
離
別
為
趣
意
と
金
弐

拾
弐
両
也
、
慥

ニ
請
取
申
候
、
然
ル
上
は
向
後
何
様
之
儀
出
来
候
と
も
一
切
差
構
毛
頭
無
御
座
候
、
為
後
日
一
札
差
出
申
処
仍
如
件
那
波
郡
長
沼
村
安
政
五
年
　
　
　
　
　
　
又
右
衛
門
忰
午
五
月
　
　
　
　
　
　
当
人
　
嘉
　
十
　
郎
（
爪
印
玉
村
宿
　
　
　
親
類
　
林
　
太
　
郎

奥
　
　
　
松
殿
こ
れ
に
は
端
裏
に
「
奥
松
女
房
離
別
状
」
と
あ
る
が
、
内
容
は
「
夫
方
離
別
趣
意
金
受
取
書
」
で
あ
り
、
離
婚
成
立
の
日
に
書
か
れ
た
右
の
一
札
に
は
二
十
二
両
受
理
と
あ
る
。
し
か
し
、
日
記
に
は
残
金
九
両
の
受
理
は
不
明
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
二
十
日
後
の
『
日
記
』
六
月
九
日
条
に
み
え
る
記
事
で
判
明
す
る
。
八
丁
目
久
五
郎
之
女
房
親
奥
松
・
お
セ
ん
両
人
之
実
娘
ミ
セ
儀
ニ
付
右
お
セ
ん
願
来
リ
候
は
、
ミ
セ
を
長
沼
村
嘉
十
郎
離
別
趣
意
金
ニ
差
支
、
道
中
飯
売
下
女
奉
公
ニ
合
戦
場
宿
福
村
、
但
し
お
セ
ん
福
村
誰
と
申
名
前
失
念
之
由
、
右
ミ
セ
奉
公
住
之
義
ニ
付
、
実
娘
ニ
は
無
之
抔
と
之
風
聞
有
之
候
間
、
慥
成
も
の
ニ
書
状
ヲ
貰
ひ
、
実
娘
と
申
事
ニ
候
ハ
ヽ
、
抱
ル
旨
申
ニ
付
、
何
卒
書
状
認
メ
呉
候
様
申
、
達
て
余
人
と
申
聞
候
得
共
、
是
非
と
申
度
之
申
出
ニ
付
、
無
拠
奥
松
・
お
セ
ん
之
実
娘
ニ
相
違
無
御
座
候
と
迄
と
申
文
言
ニ
て
余
分
一
切
認
メ
不
申
、
福
村
様
と
書
遣
ス
こ
こ
に
「
離
別
趣
意
金
差
支
」
と
あ
る
の
で
、
日
記
の
通
り
、
九
両
の
残
金
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
残
金
に
窮
し
た
ミ
セ
は
又
候
、
日
光
例
幣
使
道
中
の
合
戦
場
宿
（
現
・
栃
木
県
佐
野
市
）
の
旅
籠
屋
に
身
売
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
相
手
方
の
旅
籠
屋
福
村
で
は
、
ミ
セ
が
奥
松
・
お
せ
ん
夫
婦
の
実
娘
で
は
な
い
と
の
92
風
聞
が
あ
る
の
で
、
召
抱
え
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
ど
う
し
て
も
奉
公
を
願
う
な
ら
誰
か
確
実
な
人
物
の
書
状
（
身
元
保
証
書
）
を
持
参
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
日
ミ
セ
母
お
せ
ん
が
書
状
の
依
頼
を
願
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
三
右
衛
門
は
ほ
か
の
者
に
依
頼
せ
よ
と
断
る
が
、
お
せ
ん
と
す
れ
ば
三
右
衛
門
以
上
に
社
会
的
信
用
の
あ
る
保
証
人
は
い
な
い
の
で
、
重
ね
て
願
う
。
や
む
な
く
三
右
衛
門
は
ミ
セ
が
奥
松
・
お
せ
ん
夫
婦
の
実
娘
で
あ
る
こ
と
の
み
を
認
め
、
お
せ
ん
が
福
村
の
名
前
を
失
念
し
て
い
る
の
で
、
宛
名
に
は
福
村
様
と
の
み
書
い
て
遣
わ
し
た
と
あ
る
。
五
　
ま
　
と
　
め
飯
盛
女
に
ま
つ
わ
る
離
婚
と
離
縁
状
に
つ
い
て
、
本
小
稿
に
紹
介
し
た
こ
と
を
簡
略
に
ま
と
め
て
お
く
。
ま
ず
、
奉
公
に
あ
が
る
前
に
夫
卯
市
か
ら
き
ん
に
差
し
出
さ
れ
た
明
治
三
年
の
離
縁
状
は
明
ら
か
に
夫
権
の
放
棄
で
あ
り
、
さ
し
あ
た
り
離
婚
の
確
証
そ
の
も
の
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
。
し
た
が
っ
て
、
旅
籠
屋
と
し
て
は
実
父
に
そ
の
給
金
を
払
え
ば
よ
く
、
こ
の
身
売
り
奉
公
に
前
夫
が
容
喙
す
る
余
地
を
な
く
し
、
後
々
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
機
能
を
有
し
た
。
卯
四
月
の
栄
吉
か
ら
い
の
に
交
付
さ
れ
た
離
縁
状
は
奉
公
の
前
（
同
時
）
な
の
か
、
年
季
中
な
の
か
特
定
で
き
な
い
が
、
後
者
の
蓋
然
性
が
高
い
。
離
縁
状
を
受
理
し
た
い
の
は
年
季
が
明
け
た
ら
、
親
元
に
帰
る
な
り
、
良
縁
が
あ
れ
ば
嫁
ぐ
な
り
、
そ
の
ま
ま
自
前
で
飯
盛
家
業
を
続
け
る
な
り
、
自
由
の
身
と
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
夫
婦
関
係
の
解
消
文
書
で
あ
る
離
縁
状
は
、
旅
籠
屋
に
と
っ
て
は
前
夫
と
の
紛
争
回
避
の
手
段
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
り
、
旅
籠
屋
で
は
大
切
に
保
管
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
弘
化
五
（
一
八
四
八
）
年
の
帰
り
一
札
を
持
参
し
て
、
三
年
三
ケ
月
後
に
き
ん
を
引
き
取
り
に
出
か
け
た
源
右
衛
門
に
対
し
て
、
き
ん
と
と
も
に
返
却
す
べ
き
「
離
縁
状
并
頼
一
札
」
を
紛
失
し
た
こ
と
を
詫
び
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
年
季
明
け
後
に
、
き
ん
は
再
婚
す
る
か
も
知
れ
ず
、
離
縁
状
は
最
終
的
に
「
再
婚
免
状
（
許
可
証
）」
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ミ
セ
の
事
例
は
、
離
縁
状
の
機
能
と
は
関
係
な
い
が
、
身
請
け
さ
れ
て
結
婚
し
た
も
の
の
、
夫
に
嫌
気
が
さ
し
て
ミ
セ
の
方
か
ら
離
婚
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
離
婚
請
求
者
は
趣
意
金
（
慰
謝
料
）
を
支
払
う
原
則
で
あ
っ
た
が
（
t
木
　
一
九
九
九：
四
五
八
頁
以
下
）、
そ
れ
に
し
て
も
二
十
二
両
は
高
額
で
、
お
そ
ら
く
身
請
け
代
金
相
当
額
で
あ
ろ
う
。
趣
意
金
に
差
し
支
え
、
ま
た
同
じ
街
道
の
宿
場
で
飯
盛
女
に
な
っ
て
い
る
。
身
売
り
し
て
苦
界
に
身
を
沈
め
て
で
も
亭
主
と
別
れ
た
い
女
が
い
た
の
で
あ
る
（
７
）
。
【
付
記
】
本
稿
は
平
成
十
六
年
度
専
修
大
学
研
究
助
成
（
個
別
研
究
）
を
え
た
「
徳
川
時
代
の
家
族
法
史
に
関
す
る
特
殊
研
究
Ⅱ
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
特
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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（
１
）
宿
場
絵
図
に
関
し
て
、
菊
地
卓
、
三
田
剛
、
玉
村
町
歴
史
資
料
館
萩
原
佳
子
各
氏
の
ご
教
示
に
与
っ
た
。
（
２
）
多
田
宏
朔
氏
所
蔵
文
書
。
離
縁
状
は
す
で
に
紹
介
し
た
（
高
木
一
九
九
九：
三
一
〇
頁
）。
（
３
）
先
に
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
と
推
定
し
た
が
（
高
木
　
一
九
九
九：
三
一
一
頁
）、
俵
屋
先
代
寅
蔵
の
名
は
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
に
み
え
、
ま
た
与
四
郎
の
名
は
天
保
十
五
年
表
口
五
間
余
・
奥
行
二
十
間
の
屋
敷
を
譲
り
受
け
た
と
き
の
証
文
に
み
え
る
。
す
れ
ば
、
こ
の
間
の
卯
年
、
弘
化
元
（
一
八
四
四
）
年
か
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
（
新
田
町
誌
編
纂
室
一
九
八
三：
二
四
〇
頁
以
下
、
及
び
多
田
氏
文
書
）。
（
４
）
俳
山
亭
文
庫
（
故
篠
木
弘
明
氏
）
旧
蔵
文
書
。
一
部
は
す
で
に
紹
介
し
た
（
高
木
、
一
九
七
四：
一
九
六
頁
以
下
）。
（
５
）
縁
切
寺
満
徳
寺
資
料
館
所
蔵
。
（
６
）
こ
の
「
品
」
に
つ
い
て
、
宇
佐
美
は
こ
れ
を
「
品
物
」、
つ
ま
り
夫
の
持
ち
物
の
意
で
あ
り
、
女
は
夫
の
妻
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
は
い
え
、
後
々
ま
で
夫
の
恣
意
（
支
配
）
に
左
右
さ
れ
、
再
び
飯
盛
女
と
し
て
売
買
の
対
象
と
な
る
と
解
し
て
い
る
が
（
二
〇
〇
〇：
一
二
五
頁
）、
岩
井
は
品
は
「
女
の
事
で
心
身
共
指
し
て
い
る
」、
つ
ま
り
女
が
心
身
共
に
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
も
引
請
け
る
と
い
う
好
条
件
を
記
し
た
と
解
す
る
（
一
九
八
七：
一
五
四
頁
）。
た
と
え
離
縁
し
て
も
不
自
由
な
い
よ
う
に
す
る
と
の
後
段
の
文
句
か
ら
岩
井
の
説
を
妥
当
と
考
え
る
。
（
７
）
史
料
の
引
用
方
法
は
、
拙
著
『
縁
切
寺
満
徳
寺
の
研
究
』（
成
文
堂
、
一
九
九
〇
年
）
凡
例
に
よ
っ
た
。
な
お
、
行
間
の

は
左
の
箇
所
に
押
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
参
考
文
献
五
十
嵐
富
夫
『
飯
盛
女
―
宿
場
の
娼
婦
た
ち
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
一
年
。
石
井
良
助
『
続
江
戸
時
代
漫
筆
　
江
戸
の
遊
女
そ
の
他
』
井
上
書
房
、
一
九
六
一
年
。
石
井
良
助
「
食
売
旅
籠
屋
の
こ
と
」『
日
本
の
歴
史
を
読
み
解
く
』
明
石
書
店
、
一
九
九
三
年
。
岩
井
傳
重
『
軽
井
澤
三
宿
と
食
売
女
』
櫟
株
式
会
社
、
一
九
八
七
年
。
宇
佐
美
ミ
サ
子
『
宿
場
と
飯
盛
女
』
同
成
社
、
二
〇
〇
〇
年
。
t
木
侃
『
三
く
だ
り
半
―
江
戸
の
離
婚
と
女
性
た
ち
』
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
、
増
補
版
、
一
九
九
九
年
。
t
木
侃
「
近
世
末
離
婚
関
係
文
書
考
」『
関
東
学
園
開
学
五
十
周
年
記
念
論
文
集
』（
一
九
七
四
年
三
月
）、
関
東
短
期
大
学
。
t
木
侃
「《
資
料
》
『
三
右
衛
門
日
記
』
の
離
縁
状
関
連
史
料
」『
関
東
短
期
大
学
紀
要
』
第
四
五
集
（
二
〇
〇
一
年
三
月
）、
関
東
短
期
大
学
。
t
木
侃
「《
資
料
》
徳
川
時
代
後
期
家
族
法
史
料
（
三
）
―
武
州
日
光
道
中
大
沢
町
食
売
下
女
年
季
奉
公
人
関
係
文
書
」『
専
修
法
学
論
集
』
第
九
五
号
、（
二
〇
〇
五
年
一
二
月
）、
専
修
大
学
法
学
会
。
新
田
町
誌
編
さ
ん
室
編
『
新
田
町
誌
第
三
巻
特
集
編
日
光
例
弊
使
道
・
木
崎
宿
』
新
田
町
、
一
九
八
三
年
。
牧
英
正
『
人
身
売
買
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
。
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